
  

 

                             

 
 

                           

      

馬
籠
地
域 

9
月
12
日
、
馬
籠
ふ
る
さ
と
学

校
体
育
館
に
お
い
て
神
坂
・
馬
籠
地

区
敬
老
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 今

年
は
神
坂
・
馬
籠
地
区
合
同
で

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
3

回
目
の
敬
老
祝
賀
会
。
神
坂
52
名
、

馬
籠
29
名
、
計
81
名
の
方
が
出
席

し
、
お
互
い
の
長
寿
と
健
康
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。
元
気
の
秘
訣
は
「
な

ん
で
も
よ
く
食
べ
て
、
働
く
こ
と
」、

「
積
極
的
に
外
へ
出
て
い
く
こ
と
」
、

「
友
達
を
訪
ね
て
い
く
こ
と
が
楽

し
い
よ
」、「
笑
っ
て
話
す
こ
と
」
と

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
お
話
で

し
た
。 

  山
口
地
域 

9
月
19
日
、
山
口
公
民
館
で
山

口
地
域
敬
老
会
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
60
名 

      

の
お
年
寄
り
が
元
気
に
出
席
し
ま

し
た
。 

参
加
者
に
は
幼
稚
園
児
か
ら
歌

と
遊
戯
、
手
作
り
の
楊
枝
差
し
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ(

マ
ン
ド
リ

ン
演
奏)

に
よ
る
懐
か
し
い
曲
が
美

し
い
音
色
で
奏
で
ら
れ
、
「
青
い
山

脈
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員
で

歌
い
ま
し
た
。 

最
後
に
実
行
委
員
の
浅
野
千
賀

子
さ
ん
に
よ
り
木
曽
福
島
か
ら
楢

川
ま
で
の
風
景
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
久
々
に
見

る
木
曽
の
情
景
を
懐
か
し
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
「
木
曽
を
訪
ね
て
」

の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

  

両
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
今
年
も

準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

平成22年11月1日 

第 63号 

(毎月１日発行) 

中津川市 

山口総合事務所 

(0573)75－2126 

『木曽を訪ねて』写真で紹介（山口） 米寿おめでとうございます！(山口) 

会場内に響き渡る太鼓の演奏(神坂・馬籠) 演目を楽しみながらの祝宴（神坂・馬籠） 



  

 

青青
空空
のの
下下
、、
各各
種種
目目
にに
汗汗
！！  

～～
運運
動動
会会
でで
地地
域域
内内
のの
交交
流流
～～  

 

山
口
、
馬
籠
の
両
地
域
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
、
住
民
が
一
堂
に
会
し

て
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

9
月
19
日
、
神
坂
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
神
坂
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
運
動
会
と
合
同
で
、
馬

籠
・
神
坂
の
両
地
域
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
幼
・

小
・
中
運
動
会
に
続
い
て
、
後
半
は

大
人
も
加
わ
っ
た
地
域
運
動
会
。
た

く
さ
ん
の
歓
声
が
会
場
に
響
い
て

い
ま
し
た
。 

 
 

山
口
地
域
運
動
会
は
、
10
月
3

日
に
山
口
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
種
目

に
混
じ
っ
て
、
新
し
い
種
目
も
考
案

さ
れ
、
老
い
も
若
き
も
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

地
域
内
の
交
流
を
図
る
行
事
に

ふ
さ
わ
し
く
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、

久
し
ぶ
り
の
出
会
い
に
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

                              

                              

クク
ママ
３３
頭頭
をを
捕捕
獲獲  

 

今
年
は
、
全
国
各
地
で
ク
マ
の
出

没
・
目
撃
情
報
、
人
身
被
害
も
多
数

発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

中
津
川
市
も
例
外
で
は
な
く
、
山

口
地
区
に
お
い
て
も
、
民
家
付
近
で

ク
マ
の
目
撃
情
報
な
ど
い
つ
に
な

く
人
里
に
ま
で
行
動
範
囲
が
広
が

っ
て
お
り
、
防
災
無
線
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
た
め
ク
マ
の
捕
獲
許
可
を

と
り
、
猟
友
会
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
3
頭(

山
口
2
・
馬
籠

1)[

10
月
18
日
現
在]

を
捕
獲
し

ま
し
た
。 

今
後
ク
マ
の
採
餌
活
動
が
活
発

化
す
る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

予
期
せ
ぬ
遭
遇
が
起
こ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
入
山
さ
れ
る
際
は
勿

論
の
こ
と
、
以
前
目
撃
さ
れ
た
付
近

を
歩
か
れ
る
場
合
は
、
ク
マ
よ
け
鈴

の
装
着
等
の
防
護
対
策
を
取
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
ク
マ
を
目
撃
さ
れ
た
場
合

は
、
山
口
総
合
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

山
口
総
合
事
務
所
☎
七
五
‐
二
一
二
六 

みんなで玉入れ(山口) 
やったー！！(山口) 抜群のコントロール(山口) 

声高らかに選手宣誓！(神坂・馬籠) 深まる交流(神坂・馬籠) 思わず力が入ります(神坂・馬籠) 



  

 

山山
口口
地地
区区
ＵＵ
ＩＩ
タタ
ーー
ンン
住住
宅宅  

入入
居居
者者
募募
集集
にに
つつ
いい
てて  

  

☜
募
集
期
間 

12
月
1
日(

水)

～ 

 
 
 
 
 
 
 

12
月
20
日(

月) 

※
入
居
申
込
書
は
11
月
1
日
か
ら

山
口
総
合
事
務
所
で
も
配
布
し

ま
す
。 

☜
入
居
開
始 

平
成
23
年
4
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
予
定
） 

☜
入
居
決
定 

選
考
に
よ
り
決
定 

 
 
(

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 

事
前
の
相
談
は
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

山
口
総
合
事
務
所
☎
七
五
‐
二
一
二
六 

市
建
築
住
宅
課 

☎
六
六
‐
一
一
一
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
内
線
二
三
五
） 

         

葉葉
山山
嘉嘉
樹樹
没没
後後
6655
周周
年年  

記記
念念
のの
集集
いい  

  
 

10
月
18
日
、
山
口
に
ゆ
か
り
の

作
家
、
葉
山
嘉
樹
が
没
し
て
65
年
を

迎
え
ま
し
た
。 

 

葉
山
嘉
樹
文
学
碑
移
転
記
念
集

会
実
行
委
員
会
で
は
、
没
後
65
周
年

と
文
学
碑
移
転
の
記
念
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

▼
葉
山
嘉
樹
没
後
65
周
年
記
念 

 

①①
墓墓
前前
祭祭  

日
時 

11
月
20
日(

土) 

9
時
30
分
～ 

場
所 

山
口
・
中
山
霊
園
内 

 
 
 
 

葉
山
家
墓
前 

 

②②
文文
学学
碑碑
移移
転転
記記
念念
のの
集集
いい  

日
時 

11
月
20
日(

土) 

14
時
00
分
～ 

場
所 

落
合
・
5
号
区
公
会
堂 

 
 
 
 

文
学
碑
前 

 

③③
葉葉
山山
をを
しし
のの
ぶぶ
懇懇
談談
会会  

((

葉葉
山山
民民
樹樹
ささ
んん
をを
囲囲
んん
でで))   

日
時 

文
学
碑
移
転
記
念
の 

集
い
終
了
後 

場
所 

落
合
・
5
号
区
公
会
堂 

※
併
せ
て
葉
山
に
関
す
る
様
々
な

資
料
を
展
示
し
ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

山
口
総
合
事
務
所
☎
七
五
‐
二
一
二
六 

市
文
化
振
興
課 

☎
六
六
‐
一
一
一
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
内
線
四
三
一
五
） 

           

交交
通通
法法
令令
講講
習習
会会  

開開
催催
のの
ごご
案案
内内  

  

山山
口口
支支
部部
主主
催催  

 
 

☜
日
時 

11
月
25
日
（
木
） 

 
 
 
 

午
後
7
時
00
分
～ 

☜
場
所 

山
口
公
民
館 

 

神神
坂坂
・・
馬馬
籠籠
支支
部部
主主
催催  

 

☜
日
時 

11
月
19
日
（
金
） 

 
 
 
 

午
後
7
時
00
分
～ 

☜
場
所 

神
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー 

  

中
津
川
警
察
署
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
、
道
路
交
通
法
の
改
正
点
な

ど
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

事
故
の
な
い
地
域
と
な
る
よ
う
、

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る
機
会

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。 

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多

数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

        

現在、基礎工事中です 

移転を終えた「葉山嘉樹文学碑」(落合) 



  

 

農農
地地
のの
貸貸
借借
にに
はは  

許許
可可
がが
必必
要要
でで
すす  

  

『『
利利
用用
権権
設設
定定
』』
をを  

活活
用用
しし
まま
しし
ょょ
うう  

  

農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
目
的
で
所

有
権
を
移
転
、
ま
た
は
賃
貸
借
権
、

使
用
貸
借
権
と
い
っ
た
権
利
を
設

定
す
る
と
き
は
、
農
地
法
第
3
条
の

許
可
ま
た
は
農
用
地
の
利
用
権
設

定
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い

て
口
約
束
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、

貸
し
た
相
手
が
耕
作
放
棄
を
し
た

り
、
土
地
の
持
ち
主
が
亡
く
な
っ
た

場
合
に
「
そ
の
土
地
は
誰
が
耕
作
す

る
の
？
」
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

農
用
地
の
利
用
権
設
定
と
は
小

作
権
の
移
動
を
伴
わ
な
い
農
地
の

貸
借
契
約
の
こ
と
で
す
。
市
へ
利
用

権
設
定
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
農
業
委
員
会
の
決
定
を
受
け
、

市
で
公
告
し
て
契
約
を
結
ぶ
も
の

で
、
簡
単
な
申
し
込
み
で
農
地
の
貸

し
借
り
の
権
利
が
設
定
で
き
、
耕
作

者
が
誰
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

契
約
期
間
は
比
較
的
自
由
に
設

定
で
き
、
小
作
権
の
移
動
が
伴
わ
な

い
た
め
、
貸
借
期
間
終
了
後
は
離
作

料
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と

な
く
所
有
者
の
下
に
農
地
の
権
利

は
戻
り
ま
す
。
ま
た
契
約
期
間
終
了

時
に
は
市
か
ら
終
期
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
契
約
の
更
新
を
す

る
か
終
了
す
る
か
再
度
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

農
地
の
貸
借
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
利
用
権
設
定
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
計
画
課

（
市
役
所
北
分
室
）
ま
た
は
山
口
総

合
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

市
農
林
計
画
課 

☎
六
六
‐
一
一
一
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
内
線
二
四
五
） 

山
口
総
合
事
務
所
☎
七
五
‐
二
一
二
六 

        

農農
業業
所所
得得
がが
ああ
るる
方方
へへ  

申申
告告
のの
準準
備備
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす  

   

農
業
所
得
は
、
実
際
の
収
入
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算

す
る
「「
収収
支支
計計
算算
方方
式式
」」
で
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

1
年
間
（
平
成
22
年
1
月
1
日

～
12
月
31
日
）
の
農
業
に
か
か
る

収
入
と
経
費
の
わ
か
る
書
類
の
保保

存存
・・
整整
理理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

例
年
、
農
業
所
得
に
関
す
る
書
類

を
何
も
整
理
を
し
な
い
ま
ま
申
告

会
場
に
み
え
る
方
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
整
理
を
さ
れ
な
い
ま
ま
申
告

に
み
え
る
と
、
申
告
に
時
間
が
か
か

り
、
他
の
人
に
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
申
告
は
限
ら
れ
た

日
程
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
申
告
に
向
け
、
各
々
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

花花
ぐぐ
しし
だだ
よよ
りり  

  

秋
と
い
え
ば｢

食｣

で
す
ね
。 

加
工
す
る
食
材
を
地
元(

山
口
・

馬
籠)

産
農
産
物
に
限
定
し
て
い
る
、

加
工
セ
ン
タ
ー
『
花
ぐ
し
』
で
は
、

好
評
の
「
ず
い
き
漬
け
」
の
漬
け
込

み
を
完
了
し
ま
し
た
。 

11
月
か
ら
道
の
駅
『
賤
母
』
の
直

売
所
及
び
馬
籠
の
ふ
れ
あ
い
広
場

で
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

新
商
品
「
米
粉
ア
ッ
プ
ル
パ
ン
」

も
間
も
な
く
登
場
し
ま
す
。
22
年
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
馬
籠
の
リ
ン
ゴ
を

原
料
に
、
組
合
員
が
研
究
を
重
ね
、

作
っ
て
い
ま
す
の
で
美
味
し
い
で

す
よ
。 

現
在
、
道
の
駅
『
賤
母
』
の
直
売

所
で
は
、
新
製
品
「
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ

リ
ー
用
の
米
粉
」
（
米
粉
と
グ
ル
テ

ン
の
セ
ッ
ト
）
が
好
評
で
、
遠
来
の

お
客
様
も
よ
く
買
い
求
め
て
い
か

れ
ま
す
。
地
元
の
お
客
様
に
は
量
り

売
り
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先 

☎
〇
五
七
三
‐
六
九
‐
一
七
一
五 

 

担
当 : 

斉
藤
早
苗 


